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優勝に歓喜の数甲町内会

◎この広報紙は共同募金の配分金により作成しました。

第
三
十
八
回
城
山
学
区
町
民
体
育
祭

数
回
町
内
会
2
2
年
ぶ
り
優
勝

数
甲
町
内
会
会
長
　
平
　
田
　
　
倍

数
甲
子
ど
も
会
　
国
　
川
知
　
美

「
ね
ぇ
、
本
当
に
み
ん
な
来
る
？
」

毎
年
、
数
甲
の
テ
ン
ト
は
そ
ん
な
不
安
な

空
気
に
な
り
ま
す
。

開
会
式
の
数
分
前
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
、

ち
ら
ほ
ら
集
ま
り
た
し
ま
す
。

数
甲
は
、
当
日
来
た
人
の
中
か
ら
出
場
選

手
を
決
め
る
の
で
、
開
会
式
が
終
わ
る
と
大

忙
し
で
す
。
人
数
も
多
く
な
い
潟
、
1
人
が

3
つ
も
4
つ
も
出
場
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
数
甲
の
勝
因
は

と
問
わ
れ
、

【
協
力
プ
レ

ー】　という

言
葉
が
浮
か

び
ま
し
た
。

少
人
数
な

が
ら
も
、
各

々
が
得
意
分

野
で
結
果
を

残
し
、
中
学

生
の
若
い
パ

ワ
ー
に
も
助

け
ら
れ
ま
し
た
。

他
に
も
、
数
甲
は
、
町
内
の
中
で
は
珍
し

く
、
全
て
手
作
り
の
昼
食
が
用
意
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
役
員
の
奥
様
方
や
評
議
員
が
集
会

所
で
作
っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
、
種
目
に
出
場
す
る
以
外
の
戦
力
も
あ
り

ます。ま
た
、
今
年
は
数
甲
カ
ラ
ー
の
緑
を
使
っ

た
手
旗
を
製
作
し
ま
し
た
。
最
後
の
町
内
対

抗
選
手
リ
レ
ー
で
は
、
大
人
も
全
員
テ
ン
ト

か
ら
出
て
、
手
旗
を
振
っ
て
声
援
を
送
る
姿

に
、
団
結
力
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
数
甲
は
一
体
、
何
年
ぶ
り
に
優
勝

し
た
の
か
。

誰
に
聞
い
て
も
「
2
0
数
年
ぶ
り
か
、
5
0
数

年
ぶ
り
か
…
…
よ
お
分
か
ら
ん
の
よ
ね
～
」

と
、
笑
い
な
が
ら
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
は
追
求
し
な
い
の
で
す
。

カ
ー
プ
の
2
5
年
振
り
の
優
勝
よ
り
も
レ
ア

か
も
し
れ
な
い
の
に
～
！
？

こ
ん
な
、
ほ
の
ぼ
の
数
甲
、
い
い
で
す
よ

ね。
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盆踊り大会　　珊 

鰹書誌瓢雷 盆踊り大会 日時8月6日（日）午後7時開会 

★雨天の場合は8月7日（月）同時刻に順延 

場所　戸坂城山小学校グランド 

夜店　午後6時より開店・販売します 

「生ビール」「かき氷」 

「焼きそば」その他 

◎踊りの休憩時にジュースをお配り 

します。 盆踊りの練習 日時7月27日（木）19：00－21：00 

30日（日）19：00－21：00 

8月3日（木）19：00－21：00 

場　所　城山集会所 

曲　目　戸坂音頭、戸坂城山ちょっと節、 

ホームラン音頭、炭坑節　その他 

2号僕
U

俊
U第

㊨
㊤
㊧
㊧
④
㊨

新
年
度
よ
り
お
世
話
に
な

角
本
　
　
因
　
っ
て
お
り
ま
す
。

（
出
江
町
内
会
会
長
）

町
内
会
と
城
山
社
協
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
又
、
戸
坂
城

東
帰
稔
直
　
福
旺
燕
－
粥
諜

（
城
山
社
協
　
事
務
局
長
）
　
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
何
か
と

山
の
町
づ
く
り
の
為
に
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
貢
献
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
と
か
思
い
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
ご
指
導
ご
鞭
蛙
を
い
た
だ

き
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
真
撃
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

品
田
　
房
子

（
戸
坂
城
山
学
区
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
会
長
）

環
境
・
美
化
そ
し
て
献
血
等
々
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
度
は
、
公
衛
協
陣
内

京
子
会
長
の
後
任
と
し
て
身

に
余
る
お
役
を
お
受
け
す
る

事
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
衛
協
は
、
城
山
学
区
の

特
に
献
血
は
尊
い
命
を
支
え
る

貴
重
な
血
液
提
供
で
す
。
と
て
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
皆
さ
ま
、
特
に
お
若
い
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

向
井
　
昌
樹
　
T
講
舗
琵
弼
説
叩

（
戸
坂
中
学
校
P
T
A
副
会
　
頂
き
ま
す
向
井
と
申
し
ま

長）

す。
日
頃
よ
り
地
域
の
皆
様
に

は
子
ど
も
達
を
温
か
く
見
守
っ
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ます。
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『高齢者いきいき活動ボイント事業』のご案内

平成29年9月1日現在で70歳以上の方が、社会参加（地域の支え手になる活動“

健康診査やがん検診の受診。自らの健康づくり、介護予防に取り組む活動）への参

加実績によりポイントを付与し、1年間貯めたポイント数に応じて奨励金が支給され

る制度が平成29年9月から始まります！！

享即日連日…“…g…回……瞳…………〇日’○○…岬享，∴∴　＿詳細剛帥肌…即弼…剛…e…○…＝

今年の8月に上記にあてはまる方の…∴∴享

自宅に、ポイント手帳と

登録団体一覧表が送付

されます。

ポイント事業に登録している各種

十十ト…　団体の活動に参加をして、マイポ
冨∴∴蓋　イント手帳にスタンプを集めま

¢冨

平成30年8月末にポイントを集計し
手帳に同封された返信用封筒に手帳を入
れて送付します。

ポイント数に応じ

《収入の部》

た奨励金を支給！！ 

す。上限は100ポイントです。

なお、高齢者公共交通機関利用助

成（3，000円）を受けられる方は、

上限が70ポイントになります。

㊤　（1ポイント　100円です）

◆
◆
e

織込，　譲鹸　揚　板　蟻酸　　亀頭蘭態蝦　　で観静態酸　　闇酸　瞳酷　　観醗

平成28年度決算および平成29年度予算

《支出の部》　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　　目　i28年度決劃i29年度予鄭　　科　　　　目 ����28年度決算 �29年度予算 

前年度繰越金 当期収入 �733，821円 543，550 194，060 �408，053円 542，500 195，000 �1．事務費（組織運営にかかる費用） l）事務消耗品費 2）通信運搬費（電話・郵便） �　円 37，256 51，225 �　円 35，000 60，000 

1．会費（町内会年会費） ���3）交　通　費 4）印刷代（コピー・印刷） �　0 16834 �15，000 30000 

2．地区社協助成金及び補助金 ���5）社協拠点維持費 �′ 17，487 �） 25，000 

1）地区社協助成金 ���6）地域支え合い体制整備費 �0 �30，000 

2）福祉のまちづくり推進補助金 �150，000 �150　000 �（小計） �122，802 �195，000 

3）ふれあいいきいきサロン助成 �40，000 �40，000 �2．会議費 3．福祉事業費 1）ボランティアバンク推進事業 2）近隣ミニネットワーク推進（配食） �7，524 �10，000 

4）まちづくりプラン策定助成金 �0 �40，000 ��87，710 67110 �90，000 80000 

5）子供健全育成支援助成金 �20，000 �20，000 

6）地区社協拠点整備助成金 �30，000 �30，000 �3）　いきいきサロン（やまゆり） �l 37132 �　7 40000 

（小計） �434，060 �475，000 �4）地域いきいきサロン（町内会他） �） 102，000 �l 120，000 

3．共同募金事務費 �5，000 226，000 �5，000 220，000 �5）子供健全育成支援事業 6）ふれあいサロン助成金（健康体操） �25，000 30，000 �20，000 30，000 

3．コミュニティ活動事業費 ���（小計） �348，952 �380，000 

（盆踊・敬老会・互礼会） ���4．研　　修　　費 �0 �34，000 

l）新年互礼会参加者会費 ���5．広　　報　　費（会報ほか） �105，840 287，792 �106，000 280，000 

2）敬老会参加者会費 �78，800 �80，000 �6．コミュニティ活動事業費 

3）寄付金（盆踊）他 �203，000 �200，000 �（盆踊・敬老会・新年互礼会） 

4）寄付金（敬老会）他 �146，000 �140，000 �1）新年互礼会費用 

5）寄付金（新年互礼会）他 �116，000 �90，000 �2）敬老会費用 �338，737 �320，000 

（小計） �769，800 �730，000 �3）盆踊り大会費用 　　　　（小計） �188，628 815，157 �210，000 810，000 

5．雑　収　入（金融懇談会賛助金他） �41，000 �40，000 �7．防災事業費 8．体育振興費（体協助成金） 9．防犯連助成金 �　0 120，000 78250 �　0 120，000 80000 

6．預　金　利　息 �7 �100 

7．福祉基金から振替繰入 �0 �0 �10．団体助成金（7団体） 11．負担金（東区・戸坂地区社協） 12．雑費（視儀・大雨災害義援金他） 13，福祉基金へ戻入 14，予備費 �7 120，000 84，000 316，660 0 0 �l l20，000 85，000 50，000 0 210，653 

当期収入合計 �1，793，417 �1，792，600 � � � 

次　年　度　繰　越　金 �408．053 � 
収　入　合　計 �2，527，238 �2，200，653 �合　　　　　　計 �2，527，238 �2，200，653 
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平成29年度　事業実施計画

項　　　　　　　目 �開催月日 � �項　　　　　　　目 �開催月日 

ふれあいいきいきサロン活動の推進 �年間　21回 � �城山学区体育祭の開催 �5月14日（日） 

（各町内会） ���戸坂福祉センターまつり　協賛 �6月　4日（日） 

高齢者一人暮らしの会食支援（やまゆり） �年間　6回 � �盆踊り大会の開催 �8月　6日（日） 

ふれあい訪問記食活動の実施（ボランティア） �年間　23回 � �敬老会の開催 �9月10日（日） 

買い物、通院の支援（ボランティア） �年間　23回 � �戸坂城山小学校PTAまつり �10月28日（日） 

研修会，講演会等に積極的な参加 �年間　3回 � �戸坂連合スポーツ大会の開催 �11月23日（視） 

福祉教育推進事業の実施 �年間　3回 � �新年互礼会の開催 �1月14日（日） 

ボランティアバンクの駐在 �週3回（月、水、金） � �戸坂公民館まつり �10月21日，22日 

小学校協力者会議の開催 �年間　4回 � �まちづくり懇親会の開催 �年間1回 

近隣ミニネットづくり事業の実施 �年間適期 � �老人ホームの慰問 �年間2回 

広島市公衛協募金に協力 �4月～　5月 � �介護施設の福祉まつり協賛 共同募金に協力 �年間2回 

広報紙「しろやま」の発行 �年2回（7月，1月） ���（7月．10月） 

防犯活動事業の推進 �学校登校日 ���10月～12月 

「大掃除の日」の設定と実施 �7月・12月の2回 � �高齢者交流サロン・介護予防拠点整備 

防犯パトロールの実施 �月　1回 � �の実施 

戸坂城山学区社協役員”理事名簿（31名）　　　　　　　　平成29年6月現在

役職名 �氏　　名 �備　　　考 � �役職名 �氏　　名 � 

理事 �会　長 �品　田　　　良 �学識経験者 �理事 � �石　津　都　男 �元戸坂城山学区体育協会会長 

理事 �副会長 �曾江井　正　之 �南町内会会長 �理事 � �向　井　英　雄 �戸坂城山学区防犯組合会長 

理事 �副会長 �土　井　龍　一 �大上4丁目町内会会長 �理事 � �河　内　幸　三 �戸坂城山学区老人クラブ連合会会長 

理事 �副会長 �山　口　正　裕 �大上地区町内会会長 �理事 � �千　早　有　紀 �戸坂城山小学校PTA会長 

理事 �副会長 �平　田　　　悟 �数甲町内会会長 �理事 � �青　木　幹　丸 �東区保護司会戸坂支部長 

理事 �副会長 �向　井　春　代 �束区地域女性団体連合会会 �理事 � �品　田　房　子 �戸坂城山学区公衆衛生推進協議会会長 

理事 �副会長 �角　本　　　因 �出注町内会会長 �理事 � �川　手　良　介 �東消防団戸坂分団分団長 

理事 �監　事 �桑　原　勝　義 �南2丁目町内会会長 �理事 � �山　口　種　子 �戸坂民生委員児童委員協議会副会長 

理事 �監　事 �向井田　ミハル �戸坂城山学区母親クラブ会長 �理事 � �高　見　えみ子 �戸坂民生委員児童委員協議会主任児童委員 

理事 � �森　岡　雅　典 �百田親和町内会会長 �理事 � �豊　嶋　豊　子 �副城山駆青少年健舗鵬絡協議会会長 

理事 � �織　田　秀　実 �篤鴫団地町内会会長 �理事 � �向　井　昌　樹 �戸坂中学PTA副会長 

理事 � �岡　田　　　稔 �戸坂城山学区体育協会会長 �理事 �事務局長 �東　帰　稔　直 �犬上地区町内会会計 

理事 � �塩　谷　富士男 �学識経験者 �理事 �∃蟻局次長 �三　宅　敏　夫 �元戸坂城山地区青少年齢育成協議会事務局長 

理事 � �下　田　清　和 �戸坂城山社協ボランティアバンク役員 �理事 �会　計 �坂　本　真知子 �東区スポーツ推進委員 

理事 � �林　　　倫　子 �犬上4丁目町内会副会長 �理事 �地域福祉 推進委員 �堅　山　守　人 �躯榔稿ガイ掘貝、東幽胱騙祉樅韻 

理事 � �三　田　真由美 �戸坂城山小学校校長 �理事 � �玉　井　富美夫 �学識経験者 

各町内会”自治会世帯数　　　　　　　　　　　　　平成29年3月31日現在

町内会・自治会名 �世帯数 �組　織 � �町内会・自治会名 �世帯数 �組　織 

戸　坂　出　注　町　内　会 �230 �18 � �戸坂南二丁目町内会 �141 �14 

戸　坂　数　甲　町　内　会 �185 �14 � �篤　鳴　町　内　会 �28 �3 

戸坂犬上地区町内会 �255 �6 � �百　田　親　和　会 �11 �2 

戸坂太上四丁目町内会 �436 �27 � � � � 

戸　坂　南　町　内　会 �245 �28 � �計 �1，531 �112 


